
インドネシアの小水力発電にみる内発的発展とキー
・パースン : 適正技術の選択と学習のデザイン

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2018-04-17

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 藤本, 穣彦

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10297/00024943URL



インドネシアの小水力発電にみる

内発的発展とキー・パースン

一一 適正技術の選択と学習のデザイン-

藤 本 線 彦

1 . はじめに

自然エネルギーをコミュニティ自治のための地域資源と位置づけ. 地域住

民が主体なって前JIJする尖践は. インドネシアにひとつの先進的蓄秘があるo

股山村地域や周縁地j或(remotc area) における自然エネルギーの導入と.

それを契機としたコミュニティ開発は. 1980年代から行なわれている( 1 )。

地械が主体となった自然エネルギーの利mや. 住民の主体性の発現， 地域づ

くりの都知は. いかにして行なわれているのか。 また， どのような災践的思

想に支えられているのか。

以下. 次の手順で議論をすすめる まず. 分析枠組みを段定するために.

内発的発展i訟を. キー ・ パースンに1J:目して再構成する(第l節)。 内発的

発反論は. 国家:j:Wf，の単純!的近代化に対抗し. 多棋な地域づくりの炭聞を支

える社会開論として. アジア各地での実践を支えてきたは}。 内発的発展の

基本単位と担い手の理論モデルを提示する

次に. インドネシアのl�I 然エネルギーの現状と特徴を概観したうえで(第

2節). インドネシアの水力発iG技術とネットワーク. 地域氾化プロジェク

トの基本(10考え方を分析する(第3節)。 さらに， 住民の主体性の発現や.

技術に対する学習-W熱を促すキー ・ ハースンの2・葉と実践について考察を

すすめる(第4節)0 n然エネルギーを手かかりとした内発的地域づくりを

考える尖践的. �Rn命的知見を獲得したい。
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1 . 内発的発展の駆動

( 1 )基本単位としての「地域j

社会'Y:貯の簡は手II r-は. 内発的発展を以下のように定義する 「内発的発

展とは， u般において人類共通であり. [l ft:達成への経由?と. その目標を実

現するであろう社会のモデルについては. 多機性に��:む社会変化の過科であ

るo 共通日限とは， 地球上のすべての人々および集卜1'1が， 1X・.食・住・医療

の北本的必要を充足し それぞれの個人の人問としての可能性を十分に発現

できる条fI:をおIJり出すことであるc それは. 現イ1:の同|付および凶|探聞の格差

を性み11'，す構造を人々が協力して変革することを窓i味する。 そこへ至る経路

と， I:l仰を')UJLする社会の姿と. 人々の必しの�IJEfhとは. それぞれの地域の

人々の集団が， 1吋有の自然的生態系に適合し 文化遺産(伝統)にもとづい

て. 外米の知純・技術・制度などを!1R介しつつ， n Ht(I�におIJ 11 \するJ (:3}。

鶴凡は. 先進凶の単線型発展モデルと対置させるかたちで内発的発展論

を他忽し それぞれの社会の伝統・技術・ilflJ 1.文・ 文化・fllli 1lf(に依拠した発展

パターンのあり方を指摘した。 鶴見によれば. 内発(I{J1êMは. 凶家を単位に

興るのではなく. 地球仁すべての社会を包摂するr �t界jをlj'l，伎に実現でき

るわけで、もない内「地域jを分析の基本単位とするという(.110 r地域Jを基本

単位とした内発的発展では. 経済成長が必ずしも品よ似のH撚とはならずで，

「人間のIIJ能'陀の発現」が求められ， r白然と人1mとの共生」が屯視される( 5)。

鶴見は， 分析の某本単位としての「地域」をどのように捉えたのか。 経済

学行のI�野)1: )i郎の地域主義論(6 )に依拠しつつ. 11l見は. 次のように考え

を述べる rr小さいjことが大切なのは， 件.民自身が. その生活と発展との

j隠をl'1ら決定することを可能にするためである lj'1小i:が小さいことが. 白治

の条件だからであるJ(71として住民が向治と円己決定できる範開を. 鶴

凡は「地域 を4J�える

また. 鶴比によればr限定された小地域の概念は. コミュニティの概念

とíf(なるJ I g)という。r (社 会学者のジェシー ・)ハーナードがあげたコミ

ュニティ概念の3要素は. 次のようにおきかえることができるとわたし(鶴

凡利子)は与える。r場所(locale)jは定性地， 定住Pf. 1己fH't r共通の紙

d品寸qu
 



情(common titボ) は. 共通の佃i怖， tI掠. jぷ惣�l�:におきかえられるn r相

Ji.作同{social interaction)... は. 定住打開jの相Jif'OI1と 定H:汗と地域外か

らの漂泊荷との十日正作用との双)jを合む関係と解釈することができるJ(リ10

定ft �とiお1'1行の十11庄作川によって共通の価値， 1:] 際. 思想が生み11\される

坊が， r地峡 である。

以上， 鶴比の「地域」概念は. 地域作民がl'Ii台・円己決定できる小さく限

定された範閤を単{夜として. 定{主将とi史的者が出会い. 交わることで「共通

の剥HWJが81jillされる場であるといえよう

(2 )担い手 キー ・パースン

次に内発的発展の1Ftい手についてみていこう 鶴見は，析ザ:背のリjn宍郎

とのJtr�ÎJ研究のなかから， I付Jê (I{j発展品のttt "、手としてのキー ・ パースン

(kcy-person)をJlH品化していくlt110 したがって. 以-ドでは， m井のキー ・

ノてースン論を号察することで， I人j発的発民"命の�I!\'、下を提示していこうι

l打nは rりJifìキft.祈. ."図'W�f;， イギリス労働党の成ιを. Et史における変

革の担い手を考察するなかで. いちじるしくjjt史づくりに参.!j.する個人J(11) 

の作在を発見し. キー ・ パースンと名づけた。

では. 朕史づくりとは何か いったい. 人IIIJの逆本とは何なのか くり

かえしIll]われねばならない 人間以山の75・みには. いうまでもなくさまさま

な側而がある そのさまざまな符みのなかで. r巡本jの尺肢がl阿佐に指摘

できるような側面は. いったい1111なのかJ 112，. ílj'}j: (まこのように!日iう。

11正史における 進歩」の概念が 1仏大多数のiI4大幸福という. 快来の増大

をに皮としてきたことに. 市)1:はするどい批判を加える1I3)) ヘンサム流の

功利主義のJJI� iV;を逆転させ. 「lmllGのより少ない状態|を. ぼ!とにおける進

広の尺度として提示することを市�I:はぷみる 不条JlItな汗痛. つまり. 自分

の頁-任を問われる必要のないことかられわされる苫耐を. 社会全体としてい

かに減らすことができるか そのためには. みすから創造的;，'， Hfiをえらび

とり. その片泌をわが身にひき交ける人間のイ{:{{.がボuT欠」てあると. I�j n 

は論じる(11)う このような， 11ら，'17�17iを引き受け. 社会変革を.mう人物がキ

ー ・ パースンである。

大きな社会変化や肢史の変化が生しるときには -rcal chanct' (実作的偶
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然) J (15)が作在する. と市jl:は主張する。!蛍史は必然的に決定されているの

ではなく. また. 必然性と偶然性との:項対立によって決められているので

もない。「選択性」に注目することで\社会変革の可能性が刊かれると市井は

考える。 確率が低いことを実践し 社会変化や歴史変化の「選択性Jを創り

/-1'，していく人物がキー ・ パースンとなる(16)。

ただし キー ・ パースンは. 政治的リーダーやエリートのことをJ旨すわけ

ではない。 リーダーとキー ・ パースンを. 市井は丁寧に切り分けるのrrリー

ダーシップ』というJf?が合必;するfリーダーjという言葉を用いると. そこ

にfリーりされる多数に対する少数字fたるfリーダーjあるいはfエリー

トjのなんらかの政治的支配がある. と考えられがちであるが. わたしがわ

ざわざ『キー ・ パースンjという妙な造認を制いるにいたったのは， その既

成概念を避けるためであるJ(J九

自ら:刊7iを引き交け. 社会変革のr 1)アル ・ チャンス」を創出していくキ

ー ・ パースンを. 鶴見は内発的発展の判い手として位置づけていく。 キー ・

パースンの実践やライフストーリーと. 地域干1:会の変化との交点に‘ 内発的

発展の契機が存在するo r地域の小伝統の中に. 現在人組が直面している困

難な問題を解くかぎを発見し. 旧いものを新しい環境に照らして合せてっく

りかえ， そうすることによって. 多械な発展の縦路をきり拓くのは， キー ・

パースンとしての地域の小さき氏J (18)なのである。

実際， 鶴見は. '1 '国の地域社会を観察・ 分析した国際政治学者の宇野重昭

と共に. キー ・ パースンの存在を確認している。「内発的発展の可能性を具

現化していく鍵となる人がキー ・ パースンである。 たとえば中国においては

農民企業家であり， 日本においては村・おこし迎動の "仕掛け人" である。 か

れらは. ト.から命令されて行動するのではなく. H分から. それぞれの地域

の伝統や生態系に見合った経済活動や社会活動を起こしていく。 かれらは.

1=1己の刺益と可能性を大切にするがゆえに. 他人の利益や可能性も大切にす

る。 関心は自己の出身の地域に集中しているが. 同時に知識や技術を外に求

め， 社会や世界の全体に関心をもっ。 そして， 円己の故郷の人や土に愛着を

覚え， その他の環境保全にも心を配る。 こういった人々が|人j発的発展を支え

るキー ・ パースンの理想像であり. しかも現実に存在しているJ (l9). と。

� 



2. インドネシアの自然エネルギー政策

約1節では. 内発(I�1ê )J� I ;GtÌの分析単位と主体についての論理を再梢成した。

本節では. 事例研究をはじめる準備として. インドネシアの自然エネルギ一

政策に関する近年の動向と. 小水h発屯による地域近化プロジェクトを抑さ

えておきたいn

( 1 )自然エネルギーへの期待

インドネシアは. 200lWのユトヨノ政伸: IIf!UI，.以降の政治・経済の'必定によ

り. G20メンバ一回として発以を続け. BRICsとídを並べる経済成長を見せ

ている。 2004年. インドネシア政府は同内外のエネルギ一環境の変化を考慮

し 1998年のエネルギー総合計l刈を見直したíþil家エネルギ一政策(以ド.

KEN) 2003 - 2020_を策定した(2011年に改"f) KENではfエネルギー供

給能)JのfbJ 1二J. íエネルギ-'1'，1午の11之適化J. '(îエネルギーjが主要政策と

して似置付けられた。KENには阿佐IIJ íj�エネルギーの開発促進. 省エネル

ギーの効3ド向上を|ヌ|るための政策胤与とがあり. í l' j./1� IIJ能エネルギーIJ似合と

'(îエネルギーに|期する政策 (2004年)によりj L体策がまとめられた。2006

年の「同家エネルギ一政策に|期する大統領令(以ド. 大統領令)Jでは.

2025年までの導入目標値が焼定された。

大統領令によれば. 2025年までの政府の向然エネルギー導入の政策目標は.

全エネルギーに市める1700である これに対し. エネルギー鉱物資源符(Ke­

mじnlcrian Encrgi dan Sumbcr Daya Mincrnl. 以ド. ESDM)は. 1'1 r.�エ

ネルギー比344を2500に引き"，げるfエネルギー鉱物資源'(îビジョン25/注目

(2010年)計l白iを発表し. l' 1 �然エネルギーの促進をより積極的に位jii{づけて

いる。

ESDMの予測によると2013年から2022年の10年間で必要となる定力;止は.

年千均7.4GvV増加し 2022'.fには発電容部:がl∞GWを超える間)0 2013!.1さか

ら2031年までをみると. 午、ド均12.4GWでj�)JIIしていき. 2031年の発氾符j止

は254GWとなる凡込みである。2013年度経消産業'(î Wエネルギーí1��lt:Jに

よると. u本の2011{ドの設備容祉は. 約245G\\'であり. 近年の日本の発泡
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容.hl:を大きく上[iJ]る予測値となっている。 電力需要の{IIIびが急速に見込まれ

ているなかで. 自然エネルギーを導入しつつ. いかに対応できるかが課題で

ある。

次に. ?を化率をみてみよう。 2011年の全国33 州の託化率の状況をみたとこ

ろ. 出合体のm化率は72.95 %である(ただし 包化率計算には推測値も含

まれており少し制り51いて考えたほうが良い)。 ジャカルタではほぼ10000.

ジャワやスマトラでは70%程度を達成しているが. パフア( 29.25%). 東ヌ

サトウンガラ(39.92% ) 等40%に満たない地域もある:!I)c インドネシア東

部の島幌地域は. 1UJJの大消費地へつながる送包線からも離れていることが

多く. また道路や空港等の社会資本整備が遅れていることから. 開 党が後間

しにされてきた。 ジヤワ島. スマトラ島等の大都市をイfし 恭幹クリッドが

開通している地域と 電力未普及地域や周縁の島棋部では. I�I然エネルギー

導入の怠l味合いが異なるo t走者では. 自然、エネルギーによる氾力供給が. 地

域のメイン'it1ì原となりうる可能性が高く. 自然エネルギ-r.l:会資本繋備に基

づく分散型の篭力網整備が期待される。 もち ろん. 場所によって有効な自然

エネルギーの種類や質が異なるため. 画一的な制度日立ntや技術導入は困難で

あるか. 地域に適した自然エネルギーの「選択性』に創造的な可能性をみて

いきたい。

�力本庁及地域での分散型の自然エネルギー導入をJi�，}:するように. 政府

は. 経済成長のスピードを維持する安定的な電力供給体制 を構築するだけで

なく. 地方電化にも注力し始めている。 2011年のショコ・ウイドド大統領就

任を機に， 自然エネルギー導入促進のための国家予算も大船栴額され， 自然

エネルギーの航椛活用について. 国家的議論が始まったところだ。

(2)水力開発マスタ~プランと未電化地域の電化

インドネシアには多くの水力エネルギーが包蔵されている。ESDMによ

れば. これまでに. 世界銀行の支援を受けて2度の水力包蔵此調査が行われ

た。 最初の水b包磁調査が行われたのは. 198 1-1983年である。 この調査に

お いて1. 2 49 地点が有望地点 の対象となり. 国土全体のポテンシャルは

75.000.\lWと評価された。 第二次調査は199 1-1993年に行われ. 約150の有

望地点が選定された。 このうち2011年までの累積開発母は. 約7 .0∞MWで

QU
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Ill-」



ある。]ICAの支援を受けて201 1 年8月にまとめられた「水力開発マスター

フランJでは. 最新の屯力市安予測の確認. 送電計l剖との整合性等. インド

ネシア国家の屯源開発n!'j闘を断まえたマスタープラン が策定された。 ジヘヤ，ワ

jよ1:1み.

t-.1W町Jのイ有f吉史u地也也，点カがt可J州州lリ山IJ川i川川lド'.され. 202ï:{1ユまでの開発11 僚として定められた(22)。

大胤慎な水力11日発が31-耐される一方で. 州レベルでの地域屯化が進められ

ている。 剖ジャワ州(Pro\'insi J awa Barat. 以下. PJß) を事例に. J也減m

化のlfl(り組みをみておこう。PJB全域(約 1 .200)-iilt;m;) で. m化率はï5.33

9i，である。つまり. 約290刀|似iYが米沼化IIt初である<:m。

PJB 鉱物資源エ ネルギー '，- J .局長のスマルワン(Sumarwan IIS)によれば.

村(DLsa)レベルでは. 20日"Fまでに. 合5.:321付のう ち5.161 村(97%)に.

凶常Ub会社\PLN)の氾)Jクリッドが届いているという刷。 ただし 村

の中心部へ送電されているのみで. 村の中心から離れたエリアには厄iいてい

ないという。 約290万Itt帯の内訳は. 村の中心部から離れた周縁地域の人々

であり. 無電化集務が. 村内に小規模に分散して存在する様子が浮かぶ。

スマルワンによれば. I可営電力会社から各地方の村の中心部へ国狩ílUJ

グリッドを延伸する耶楽・には省庁からの補助金がある。 他方. そこから先.

付の中心から分散した払治や各世帯へ配屯するローカル ・ グリッドの設備整

備には政府からの補助金がJ!If:い』 州独自の取り組みに任されている しかし

なかなか具体的な対浪やプランが準備出来ていないのが現状J(2.1である

3. インドネシアにおける小水力発電による地域電化

ネットワークと基本的考え方

的2節では. インドネシアの自然エネルギーのゆ人をめくって. 政策動lí.J

と州レヘルでの対応を町n認した。 出家や州レベルでの対策が進まない周緑地

成やj斗棋地域の'iii.)Jか. r(IlIPJ�染者やKGOによって拘われてきたJJ�例かイ

ンドネシアにはあるコ fEかな包磁ローを分散的に搾寸る水)Jエネルギーか. 地

域社会あるいはコミコニティレベルで活用されてきた。 本節では. イントネ

シアに形成された水)J党泡技術とネットワーク. 小水)J発18導入のモデルプ

ロジェクトを分析する
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( 1 )インドネシアの水力発電技術とネットワーク

イントネシアにおいて. 水}J発屯のj併史そのものはl片い， オランタhiJ，民地

|時代の188� -1885年. PJBのティ ・ プランテーションにおける小水}J発泡所

(30kW)の記録が成っている ]925年頃までには100ヵ所以卜.のテイ ・ プラ

ンテーションに導入されたtωn 故初の近代的な水}J発泡所として. ]923年.

バンドン(Bandung )で. Bengkok' Dago水力発屯所(フランシス水*.

700k\\ )か操業を開始した。 この発屯所は綜働rjlである 現イIては設備が増

強され. 3.7\1\\・の発屯IRがある ただし これらのJ]< }J発屯所は. オラン

タによって建設されたものであり， インドネシア'kji帯技術としての水}J発電

は. 1990if代の登場を待つことになる

インドネシアでは. バンドンに. 1992年から. ドイツのGTZ (現GIZ)

により. 水)J発屯の技術移転が開始された 水IIJ，や発電機等の傑械技術. 'il1

気制御・ コントロール校術だけでなく. 水}J5]Ê屯のボテンシャルJ.l?tやi二

本・員2III-技術も合む技術移転の総合的なトレーニングフログラムが行なわれ

たc トレーニングには. バンドン仁科大学の学生か多く参加しており. トレ

ーニングを終えたう;:生のなかから技術ベンチャーか立ちト.がり. 水}Jメーカ

ーが育っていく

彼らは. 1999年. Jtj凶の小水}J発16J支制:Jを核とする技術ネットワーク. rバ

ンドン水}J協会(人�o�iati Hidro Bandung. 以下. λTTB) を発起させた:!(il

AHB設立時に起草された窓市には. 以ドの日燃が記されている 「水)Jエ

ネルギーは. インドネシア11]家に特徴的な催伏性をもったエネルギーであ

り. それを前川することで I)'J発的な|玉I ，'，づくりに貞献する 小水}J発屯は.

l�岐に良い発屯技術だということは. すでに多くの人々. 微々な}JI耐で，認め

られている【 他のエネルギーソースと比べても経済的に安価で身近なもので

ある。 とても競争力があり. 屯}Jの製造コストは. グローバルな市場でも卜

分に競争}JのあるものとしてJ�J待されている。 小水}J発屯は. 社会の利誌を

Il--5めて. さらなるJ!ï場-を鍛得する その結決は. インドネシアlr.1民の午前の

質のfÍlJ卜.にもつなかる つまり. 小水力エネルギーの倒産は. 村民の性的

を活性化し. 社会全体の豊かさをおめるギlこlílJかっていくのであるJ (:!;)。

今日. AHHは. 200kW以Fの水力システム開発で11t界的な競争')Jを持ち.

nu
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I �jl\\クラスの水'I(や水ノJシステムのぬ人ゾ;払も長払している 水)j党íl1

ω技術�ネットワークとして. 小水)J発'，�による地域ffi化フロジェクトを数

多く手カfけているf2�】。

(2 )小水力発電導入のコミュニティ ・プロジェクト

<Xに. \ I Iß を構成する ひとつ. NGO・Yayasan 111はitul Bisnis dan Eko­

nomi Kerakyatan (以下. IBEKA)の事例研究を行い. 小水)J発fSの導入と

コミュニティ開発のプロジェクトデサインを明らかにする

IBEK人は. 1990年代，jíj、ドのi吉助If目立台以来. 50以上のフロシェクトを手カミ

け. JJL {tも年HlJ 5 - 7サイトでソj、水)J発屯を将人している 20日年にはRa-

1110n �lag�aysay九wardがJ受Ij-されている IBEKA の基本スキ ー ムは. 次

のようなものである 発屯主体として. 地域住民代表による協同組合づくり

を支援する IIÎJ時に. フロシェクトへの山資を行なう企業へアフローチし

協l�iJ k.-IL合と企業をマメチンクさせる 企業と協InJ組介て 株(同ham) を

シェアすることで. 発íl1J9rll，没後に得られる光也収録を分配する仕組みをつ

くり. その収益を必にコミュニティ開発を進めていく12910

以ドでは. Program Directorのアデf . ラクサノと�lanagjng Director 

のサフト ・ ヌコロホへのインタビューを行なった結果を 分析する(;州

fBEK入による小水)J発泡導入のフロジェクトデザインの基本的与え)ïを'VJ

らかにしたい:11l。

[ステップ1 ]物理的一社会的ポテンシャル評価(Socio-Technological ap­

proach) 

アデfによれば. 地域社会開発に|則するすべての|判殺を100としたときに.

人的・社会的側面が70. 技術的側而が30くらいの訓合になるJ. という。 物

理的ポテンシャル評価では. 仁木技術の専門家が調査に入り. idt量観測やiJ1lJ

Rを行い. 小水)J発泡のホテンシヘ'ルを許制iする。 PLNの�化計阿のイT J!!I: 

を調査し. 数年のうちにPLNのクリッド延fJ!叶"plljがJ!!fiいことを維認する

人的 ・tI:会的ホテンシヤJレ11ド価では. 社会学を111門とするコミュニティ品j

ftの*-門家が入り. 家族十位成. 集部情þ�. 学医. 職業. 市場. 交通等の地域

，�H干のほか. 家族や集部での'1=山火態J司査. 人的資源調先を行う さらに.
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モスク. 学校. "j場. 居告Ilì等�Il:力m��の状況や需裂をJ巴J産する。

物理的一社会的ポテンシベ'ルを総合的に評価する際に は. r発'瓦ポテンシ

ヤルと暮らしの需要一致の原ftlj_をもって. 必ず屯))市要よりも発電ポテン

シャルが大きい場所を候補地点として選定する。「ポテンシャルが市要より

も小さければ. iU力をめぐって紛争が起こる」からである。

[ステップ2]小水力発電所の設計とプロジェクトデザイン

小水)J発電所の基本設計(発電地点や取水量. 有効孫差の決定等)を行う

のと並行して. 地J或の社会問題やステークスホルダーの抽出. 地域主体(地

域住民代表組織としての16� Irij組合)を形成するための人的資源の比極めを行

う。 地域主体の形成と同時に. 発電協同組合への11\ tt企業を必集し PLN

への売電協議を行う。

[ステップ3]ファンドレイジング(資金・ ドナー猿得)

資金・ ドナー獲得のためのファンドレイジング. プロモーション活動を行

う。 資金・ ドナーが獲得できるまで待つ。

[ステップ4]社会的準備チーム(Social Preparation Team)が村に入る

社会的準備チームが行うのは. 発屯事業の開始にあたっての合ぷ形成と.

性!い手となる地域主体の形成とトレーニングである。 次の5つをポイントに.

住民ワークショップを開催し 計画づくりをすすめていく。( 1 )小水力発

屯所建設のために関わる1:地の問題. (2)発電事業を手掛ける地域住民代

表制織(協同組合)の設立. (3)村内配mの電気料金. (4)オペレーター.

メンテナンス. 集金や組織運常を担当する村人の�il\. (5)住民全員参加.

R献の相互扶助(= Gotong-Royong)の項目。

社会的準備チームの活動期間は. 地域・ コミュニティによって異なる。 少

なくとも6� 12ヶ月の時間をかける。 地域によってはスタッフが一緒に住み

込みながら地域主体形成を行うこともある。

[ステップ5]技術チームが村に入る

建設は6-12ヶ月で行われる。 車が入れない場所では. 水車や導水管等を

� 



fl:f�がNI.、て� 1くことになるの 地域住民が判う労働 ・作l業については. 社会

的it"備チームと1品}Jして相日棄しながら建設計両を策定し ユJff.をj!Lめる

[ステッフ6]社会工学チーム(S∞iaトEngineering Team)か残りフォロー

アッフする

Jt 'tl�， �r iI!.�後は， H会的唯備チームと技術チームのメンバーの-�I;か H 

会工学チーム」となって村に残る。 発屯所のトラブル対応やメンテナンス ・

L-I'Î(，' �'ì: .fll' 0) f I・)j， 協InJ抱l什の組織経営や. 送屯と目、金45・の全体のマネジメン

トか帆j且に点るまで)(��活動をihtける。j也J止のO:l\'.が.flj í.{tを子にし始め. そ

れを辿，，�に分配して資本部航できるよう. 収益を地域の礼会IlIjmの解決や'1:.

l，íjlílJ J-，に投資できるようにI同行するJ。 この過科が「監悦Jではなく， íluJ 

1iJになることが7E25だと繰り返していた。 3ヶ円程度でn、工できる地域も

あれば， 3年をすぎてもまだケアしている地域もあるという。

以!こが. 小水}J発屯の導入ステップである。 技術的な工.J i・だけをおこなう

小水)J発電所住設と異なり. 小水力発電所が地域の共有財産として機能する

プロセス全体がデザインされていることが特君主である。

アディとサフトによればr地域住民の生活と. 地域の自然資源との糸(=

結びつき)か切れてしまった時に貧困が起こる」側という。なぜならば， í地

成住民の生活には. 七地との結びつき. 先祖との結びつきのなかで受け継い

でいる生き)jがある。 人間には適応能力があるが. すぐにスイッチするのは

雛しいJIi側、とりわけ. rl然資源・自然環境とのかかわりのなかで芥らしが

成。:している山111村の地域住民が， __l業化・サービス業化するのは科劫では

ないだろう r 1U\.には， I:J血のn然資源をi，f， Jl1する桁利があるのではない

か 迎l卜.技術と社会学の知見. 引場での実戦経験に)S;づくアプローチを総介

して， J，'J紋日\;に追いやられている人々をエンパワメントしたし、J(30). アデイ

とサプトは， IBEKAの法本姿勢をこのように品る。

4. 妓術選択と学習のデザイン

第3節では. インドネシアに発達した水}J発屯技術とネットワークを概観
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し 小水)J発泡導入フロジ‘ェクトの考え方を検討した バンドンでは. 小水

力発屯技術に関する産業集積が行なわれ. ネットワークメンバーのなかには

国際的な評価を受けて活動するプロフェッションも育っている

ただし 小水力発電所の迩常と地域・ コミュニティ開発を持続的に実現し

ていくことは. 未だ錐しいようだ。 コミュニティでのマネジメントが上下く

機能しないため. 小水力発屯所の稼動が停止している事例も少なくないとい

う調査結果がある(:�2) そもそも. 技術的なマネジメントや管理・ 運転だけ

でも存易ではない。 技術的側面と経常的側面. さらには. 地域づくりにつな

げていくところまで. 地域住民の「学胃」をどのように設計していくか キ

ー・ パースンが. どのようにして地域のなかに生まれてくるのか。

以下では. インドネシアのローカルNPO・Yayasan Pribumi Alam Les­

tari (以下. YPAL)のキー・パースンと活動を共にし. 議論を重ねるなかで.

地域fl民の主体性が発現し. r学習Jがスタートする過程を分析した結果を

述べる

(1)リドワン ・ ソレーとキンチール

活動を共にしたのは. YPALのリドワン ・ ソレー(Ridwan Soleh '1962年

宅まれ)である初m 彼が村の人々と共に語り. 共に実践することのうちに.

内発的発展を促すキー ・ パースンの思惣と行動をみていきたい。

リドワンのプロフェッションは. 野生動物の保護官である。P1Bチアンジ

ュール県のシンパン山自然保護地区にて. コミュニティが主体となった自然

保護・森林保全活動に. 2001年から取り組んでいる。 シンパン山自然保護地

区は. バンドンから南へ100km地点にある。1979年. 標高800 m -1.823 m 

の一帯15.000haをカバーする山間地域が. 世かな生物多様性を育む場として.

重点保護地区に指定されている。 保護地灰内にはスンダ人が暮らす13の村が

ある。 村人は. 山と農(agro-[orest)に依拠した生活を送っており. 自然資

源や森林が村人たちの生活を支えている印}。

リドワンが. シンパン山n然保護地区の人々と関係を結びはじめた頃. 村

人のキャパシティビルディングと覚醒(awareness)を促すための行動を開

始した。 そのツールとなったのが小水力発電である。 YPALによって. シ

ンパン山自然保護地区12村のうち5村に. 小水力発電が導入されている。 村
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の資源である水を活用して. 地域{主民がi�体となってマネシメントできるよ

うになっている。 村に小水)j党Uを導入する|奴 リドワンは， 2H(却の小水

力発芯システムに注目した 機械システムとしての小水)j党ítJ:と. 村の人々

が手作りする木製水tj(rキンチール(Kincir) J (;1λ である川

PLNからのH1)j供給がなくとも， 50-100\\' f'l:皮の小さな1UJを手作りし

ている村の人々に. リドワンは1'1江の窓，むをおi'J収する。

fシンパン1I1の村々のように. 国からのffi)Jから見捨てられても. 屯気が

こなくても. 自分たちの力で電気を作り/1\して. 豊かに暮らしている。 こ れ

はどういうことかc 技術ゃれ然についてのキャパシティ(capacity)とケイパ

ピリテイ(capab出ty)のIlf，j方が備わっているから. といえるのではないかJ 1371 � 

リ ドワンはnJJいかける。

(2 )適正技術を選択する

村に小本}J党lUを導入する|努， 1)ドワンは 'l2: 1IHì脱般に丸を配る。 r �I主.

11えr}Jから20k\\'を導入したことがある。 技術的にもマネジメント的にも.�(

に錐しくなってしまい. 付では1'，手く扱えなかった。20kWでも村人にとっ

ては大きな校体Iだということがわかった。 いきなり大きなものは被えない

やってみて失敗してわかる3 小さいものc 1 - 5 kW将!交のものがし、い そ

うすると村の人たちは仕組みを煙解しながら. 技術を判似しながら. 村の人

たちの学判ペースにあわせて続けていけるJI制

農村部において水力発電システムが機能を停止してしまうのは. 地域住民

の学習・ 判熟を大きく超えた技術が持ち込まれたときである リドワンは.

村の人々の思考やて夫. 技術実践がストップしないよう. 村の人々にインス

ピレーションやアイデアが泌く脱模の技術を将入する。「技術のスキマJ<制

が生じないよう. 注意深く. 村の人々が創造性を発情できる技術を選択する

リドワンは. 小水)J発屯のシステムをみて. 使いながら技術を理解してい

く村の人々に， rサパイパルするプJの強さとfllJ.ìil ) J J 1:171 をみる。 実践的に午:

刊する機会と坊をっくりながら. 小水JJ1ê'ttJ:の技術を噂人していけば. 村の

人々はエネルギ-rtιしていける。

リドワンは. 学習の場づくりについてJUJ伐をこめて次のように語る。「い

ま. 村の人たちは. 小水力づEUが壊れたら1'1分たちだけでIr'(すことができる
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機械的な部分を|任せるようになってきた。サバイハルする)Jの強さ. なんと

かして円分たちだけでが(そうとするo 先日も'�気制御の音I�分が壊れた。そう

したらテレビを分解して部品を調達して. 見事に直してみせた。研究開発の

コミッテ{， キンチールや小水}J発屯の実験・学刊施設. トレーニングセン

ターを付に建l没できないだろうか。村の人たちが. 保々な技術的I課題に， I� I 

分たちでトライ&エラーしながら実践できる施設っ 11:しい知識や経験を身に

つけられる場。Learning ccnterがキンチールと小水)J発iUの技術ギ‘ヤツプ

をキャッチアップしていくための社会インフラになる 村人たちのキャパシ

ティを. 付のなかの実践でアップさせていくことができる 付のなかでエネ

ルギーのl' 1 \J'，を与えていける。1'1然の関係のなかでの生き万. サパイパルの

1l:)J， ずっと続いて行く村のありブ1・を与えていけるように 小水)J発屯を普

及する， 私の"的はここにあるJ (問。

リドワンは. 地域で1:夫し. マネジメントできる技術を凡傾め. 新しい刺

激を少しずつ与えている。「ただ技術についてI知るjだけではなく， ÎI�) 

たちで[つくるjということがiR要。そうすれば安くできるし 技術やノウ

ハウを1I分のものにできるo そして， 身につけた技術や知ぷはどんどんオー

プンにしていく。オープンアクセ スにして. 他の村々へ!ム.くシェアしてい

くI (38) 住民の主体性や創浩性が発仰され続ける技術は. 同様の効果を波

及していく。「みんなにとって良い技術は， 村から村へfひとりでにJ fぷわ

っていく。キンチールがそのltiたる例c 知らない聞に多くの村々で影響)Jを

発持しているo 「!?;?生活のなかで. 山然なやり)jで拡がる ビジネスでも経

済でもない。セールスマンもいない。でも. キンチールは. 阿ジャワの南部

で. ひとりでに， 11年|111をかけて. ずっと拡がっていっているu 小水力発'，[1 i> • 

村の人々の学刊を刺激する仕)jで導入していけば. コントロールできる技術

になり. キンチールのように， rひとりでにj拡がっていくだろうJ (刻。 リ

ドワンは. キンチールの技術伝播を観察し 小水)J発屯との技術ギャップを

即=めるようデザインできれば. 小水)J発冠もキンチールのように拡がってい

くと与えている 適正技術を見械め. 村のなかでのう:::刊を促し. 細やかなノ

ウハウとU々の実践を. それぞれの村の内側に喜和している仰}。
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(3 )技術をパックアップしておく

「サパイバル技術Jの問題として. 技術を社会で、パックアップしておく必

要を. リドワンは説く。「円分たちで内然、から屯気をつくることを絶対に捨

ててはいけない。 ビジネスやマーケットに頼るだけでは不安。マーケットで

は. 必ず�gl (j'とω1:.'の|地係性が'þ.まれる。需要と供給のバランスが崩れたと

き. ビジネスの関係が成立しなくなったときどうなるのかD 常にこの点に気

を配らなければならない。都市部での需要が満たされて. 余りが出はじめて.

段山村地域や周縁部への屯力供給がス タートするというが. 本当だろうかヲ

�.・えてみてほしい吋 インドネシアの郎dîは成長を続けているo itjJは足りな

い 工場. マンション. ホテル. レストラン・・・…屯気が必要な場所ーは増え

続ける。屯力会社は ビジネスのために都市や虚業に屯力を供給し続ける。そ

うするとどうだろう。いつまでたっても付や周辺部には電気がいかないロ す

でに供給ポテンシャルが需要を下Inlっているなかに. JI�1紘白1)の屯化問題はあ

るJ 1101 (l 

村の必らしを今Hまで成立たせてきた技術を. 付の人々は「絶対に捨てて

はいけないJ (:19)。内然の リ スクを コントロールし 必みを得てきた校討すを燕

くしてしまい. 大規模技術や機械等. 誰かに預けてしまうと. ビジネスや政

治?lグローパルな影響を受ける生活環境に村をさらすことになる。 グローパ

ルなマーケットや政治を前にしたとき. 村の)Jは弱い。技術を手放すことは.

村の;怒らしをリスクにさらすことと同義なのである( 11)。

(4 )シンボル交換

付の人々が下.体性を発現し. 創造性を発抑して製作する技術には. í技術

そのものを超えて. 文化阿上を結びつける. コミュニティとコミュニティを

結びつける)JがあるJ (:l7l . と リ ドワンはいう。

「キンチ ールの役割. 健かに小さいけれど この技術のメインは電気を生

み出すこと。エネルギーの自立が一番。その次は教育. そして， 社会と社会.

文化と文化との交流装位としての芯l床もあることに気がついていますか キ

ンチールは. この先いつまでも時代に負ける技術にはならない。 キンチール

は. 色々な日的が. 次々と生まれてくる妓術だから。いつでも新しい価値が

キンチールには牛.まれてくる。 手作りであることの価仙だろうかD 村で作れ

社会環境論究叩号471



ることの制li他だろうか。 作る人とキンチールという技術の1[11に新しい価値が

生まれる 制作する伎に. その都度。 キンチールは. 技術と作る人とのあ

いだに価伯や意味があるものとして存在している。 これからも存イピし続け

るJ (刊の

また. キンチールをつくることは. 新しい農村のλ-化をつくる意味がある

という。「キンチールには色々な作り)jヤ方法がある。 村のなかでも. 村と

村の問でも. あるいは島や国境を越えてでも. おJI:いに聞きあって技術を共

有している。 考えて話し合いながら， 実践しながら成長していける。 キンチ

ールは誰が最初に作ったのかわからない。 図面もない。 でも阿ジャワでは数

え切れない数のキンチールが. 様々な村にある。 タダで技術を知り. ，;If�でも

つくることができる。 これまで. 村の;文化といえば. 農民や農業. 1民��.寸がそ

れを象徴していた。 これからはエネルギーといっても良い キンチールで村

のエネルギーをつくる。 これが村'の文化のひとつになっていってほしいJ (掛。

キンチールが生み出すエネルギーが村の文化となり. キンチールは. 村と

村をつなぐシンボルとなる。 キンチールが文化と文化， 社会と社会の交流装

1tlとなっているように. 学'(!{と習熟をともなって発展するかぎり. 小水力発

電にも同様のポテンシャルがあるだろう。

おわりに

自然エネルギーの利用や. イセ民の主体't'l:の発現， 地域づくりの苔和はいか

にして行なわれるか。 本論では. インドネシアの小水)J発屯を事例に. 内発

的発展論の視点から考察してきた。

自然エネルギーと. 地域は. 村は. 人々は. いかに向き什うか。 リドワン

にとって. 中規模の水力発活を開発し 系統に述携し 必16してビジネスを

行なうことは簡単だったのではないだろうか。 大きな技術は. 大きなキャッ

シュフローを生む。

しかし リドワンは， 住民が学習をはじめる刺激になり， 創造性を発揮で

きるようになるきっかけとして. 小水)J発電を「選択Jした。 村の人々が白

律的にマネジメントできる1-5kW胤模の小水)J発電システムを配lÎ'lし，

キンチールとの技術ギャップを埋めるための学判と実践の場を創lliした。
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1 ' 1 分 た ち の }J で . 1'"1 然 か ら 7江 主L を つ く る こ と を . 絶 対 に 姶 て て は い け な

い J ( 101 と . リ ド ワ ン は い う 。 エ ネ ル ギー を 制 作す る こ と は . 付の. そ し て.

自 ら の. I�I ij:の怠ぶを 同 く 持 ち 続 け る こ と と 接続 し て い る

イ ン ド ネ シ ア の λ IIB や YP，\L の 実 践 は . l'I 然 エ ネ ル ギー の ポ テ ン シ ・γ

ル を 11な ら す も の で あ ろ う 。 今 日 . 地減資源 を 活 か し た地域づ く り の時代が到

点 し て い る と い っ て ゴい 地岐 に は い か な る 「資源」 があ る の か。 そ れ を 生

かす 人や技術 は あ る の か 足元にあ る も の を 比つめ. あ る も の と fH 米 る こ と

の な か か ら í リ ア ル ・ チ ャ ン ス J ( 1引 を 倒 的 す る 内 発 的地域づ く り の ス タ

ー ト は. 地J戎 に f あ る j も の を 比つめ. 11? く こ と か ら は し ま る 。 自 然 エ ネ ル

ギー と の lílJ き て円 、 }jは. 地域に [ あ る J も の を 見つめ. 時 く 良 い レ 〆 ス ン と

な る よ う に !ぷ う 。

[付記]

イ ン ト ネ シ ア の エ ネ ル キ 一 政 市 に つ い て . )と野 )i_ : rmH: ( エ ネ ル ギ ー 鉱物�Nì'�t '(ì . 政

市 ア ド ハ イ サー ・ 吋 tl.� ) と Fal渦1 Rahaclian J又 八 IlB ・ ‘Jj. ffi J;，) l� ) よ り rtFI 提 供 を 受 け

ま し た ま た . rßEKA て は 久 !ltっ き 了，1\:. y p  \し ではi'�辺栴氏. へi Ycn J..\;のサ ポ ー ト

を 交 け イ ン タ ビ ュ ー を 行な い ま し た。 こ こ に 記 し て 感謝放 し ま す た だ し 文 此 は Ît\:'õ'

1同 人 に あ り ま す

なお. イ'1品 は. ト ヨ タ 111 1・H ドl際助成 フ、 ロ グ ラ ム 「 小 水 }J エ ネ ル ギー を 前川 し た 『 コ ミ

ュ ニ テ ィ 16HI同H1t， の桃築 ー イ ン ド ネ シ ア ・ l吋 ジ ャ ワ 州 と 山崎県 h ヶ 削町での 人的 交

流 を 通 し てー 代表.fí' : イiJt 免 ・ 4 ヶ 嗣 Íl 然 エ ネ ル ギー{Ijf究所) の研究成 果の一部です

[注}

( 1 )  Faisal Rahadian (201 1 )  I ndonC'slan \ l Irro I lydro Powcr [)e\('(opme nl ( 20 1 1 11� 

1 ) 1 22 日 収集�tt n ) . JfI..び. Fujllllo10 Toklhiko U(1 5 )  Small Scall' I l ydro!>c】w(!r

fよ六 slem for Community Dc\ CIOPlllel11 I!l Co・Prod UCllon of lndont'sian Profcsち1011.

“lnsiglzt:可 for Sustol11abfl' Dl'I'cfoþml'111 111 乃IIIrg1l1g RcrmOl1l1CS で PrυCl'('dl11�S of 

1111 lnlallaliollo1 ( οlIjl n 11ft ο11 .lI011(/�(')Jll l1l (111(/ だfOn011llCS， �latara �n Lan­

ka pp 20R 2 17 に ，ふ し L 、

( 2  ) 例 え ば. 釘; は千11 r ( ) 9R9a) r ア ジ ア に お け る 内 発 的 発 民 の 多 時 な 光地形態 ー タ

イ . [) 木 ・ 中 l!，1 の ・れ例J 臨 見干11 r- . 1 1 1 [1 1似制 『内発的発以諭1. J.O;f 大，，;:: 11 \ 版 会 :

2 1 1 - 262 ((や 凶 川 llVl樹 (2001 ) rア ジ ア の |付先的発民1 . 藤 原il:r.可. に 'Jf例 か収録
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されている.

( 3 ) 制見和-f- 09約b) r内党的7tUU命の系f，tH 制弘利 f- . 111川向l.tl.i n付法的発以論j

京京大学11\販会 : 49頁。

( '1 ) 純 比 ( 1989b) 前掲 : 50Ji 

( 5 ) 鶴見卵 子 0991) r内時的発以前の'W\� 一一 貸与川 と 柳 川I�I列の比較j. fj:野 直

IIrj ・ 米通草編 ro村地域の近代化と内花的発h�詰一- [1 '11 r，)、岐t;U 共同研究l

�.I際書院 : 剖頁。

( 6  ) 玉野井 に よ れば. 地成 主義は地地の 門 治や独自性を 迫3Kす る 考 え )ìであ る。 例え

ば. 地N( t;淀の行債について. í一定地域のfI:[�が. その地J浅の胤 I:(t� fjl.11't を -�r

jRに. その地域の共同体に 対 し て ..体感を も ち . 地惜のfi政的 . *.t済的1'1 立と

文化的独立性と を追求する こ と 」 であ る と 述べている (玉野JI・ïi郎. 1977. r地域

分惜の思想1. 京i下位前祈報社 : 7 "!.'.i)。

同時に. 玉野JIは. 地域の�II \， 、 予 と しての 「生活.r，.J に 注 日 し. n 然環境に基

づい て. 人間 の'1:訴が背 まれる !主体的な場所 と し て 「地 j戎j を位置付け る。 rr地

峨! と い う 私がかねてから主保 し てお り ま す人間等身大の視世に立っ と . その世

界の'1"二 PI:i8 '行j と し 寸 地域の�IJ \，、βがJ.JJ.れて き ま 寸。 Lhl家やI!<I!\: と い う 慨念

だけでは な し に. 生活計 と い う . そ う い う .I1!!j��の折!\，・l下の恋を見つめ ま す と . 11 

?主的資托を持って生活 し て い る 人 た ちの頗やかた ちゃふる ま いが浮かび kがって

き ま す。 その生前r.ー た ち IJ.. 地域におけ る L と 水から成る 1:1 常性の!I:態的'1.活環

境 の 中 で. 生 命 を 生 み 11\ し '1 (，jì を Tfて. ll�命 を 守 っ て い る J (五野JI: 九郎.

1985. r人間 に お け る シ7 ン ダーの発見J rヘル メ スJ 198511�'(�挙日・ : 76W。

( 7 )  鶴見 (1989b) 前掲 : 51Uo

( 8  ) 鶴見 0989b) 1抑制 : 52目。

( 9  ) 鶴見 (l9g9b) 前掲 : 52- mri JME内 はm:r.に よ る JJII倍。

(10) 鶴見初子 (1m) r中凶民民企張家にみ ら れ る キ ー ・ パ ー ス ンJ. 宇野草附 ・ 鶴見

利子編 rl付先的発展と 外lílJ的先h�一 品ftrl l J ilに おけ る支釦 . J.luit入学fJ\1版会 :

157-159\'1 

(11 )  市井三郎 (963) r青学的分析一一 社会 . IK�!と ・ 論J1Jtについて の恭陀的試;詰J. む

披干:時宿 : 33fi" M弧内はf医者に よ るJ)II'1' ， 

( 12) Ilì II� -:f!ll (1971) r脱史の進政 と は な に かj 行法祈1，1:- : L05ii。

(13) r:主観的な心地 よ さ (快) な る も の は. あ ま り に も 人 々 に よ っ て ちがL、す ぎるだけ

で は な く . 1 .. )ーの人間 に と っ て も あ る欲求の充足がつづ く と . それを も は や同じ

よ う な心地よ さ と は 感 し な く な る のだc だからある 社会の多政の成uの心地 よ さ
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= 満足 = 幸福 = r符』 な る も の を IIU断な 〈 増 大 さ せ よ う とすれば. 何人かの 'ljの 社

会の成員は， 少 な か ら ぬ 古 痛 を と も な う 努}Jー， 心地 よ さ = 快 = 幸福な ど と 直接

的 に は 異 な る 努h ーー を あ え て 引 き 受けねばな ら な く な る 。 だから. 問題を解こ

う と す る ん・ 向 を . いわ ば1801!r転換 し た )Jが よ いのではな いか。 人間の摂史的 ・

社会的生活において. よ り ?? j属的に特験さ れ て い る の は . IAi の)iであ っ て 『快1

で は な L 、 『快j の粍肢が人 に よ っ て ち が う と い う 分脱 皮 よ り も . あ る 特定のuy

代 に 多 く の人々 が共通 し て体肢す る い わば目，:;1市の 集'tllÛ:の)jが. よ り 亜 大なので

は なか ろ う か。 し たがっ て 人11IJ H: 会の脱範f�.PR学は. r快j の総泣をふやす よ と

を指向する よ り は む し ろ. それぞれの時代に特{iな典明的 rr.7J (桁) の訟をへら

す. と い う )jIÎIJへ悦峨 を j笠松すべ き で は な い のだろ ろ かJ ( 市Jt.. 1971 ・ 1抑制 :

1:38- 139f[)。

(1，1) tlf. Jt. (1971) ljíj拘 : 1'I9J.'i。

(15) .1i J十=モ郎 (1982) r政治学に おける偶然性の慨念J， 竹内啓編 『偶然 と 必 tは. 東京

大学出版会 : 267U。

(6) r 慨 L て い え ば. 大 き い社会変化や庇史変化が起 き る と き . そ こ で リ ア ル ・ チ ヤ

ン ス が大 き い役割を演 じ て い る と 在、 は考え る 。 ケ ア ・ ハ ー デ イ ( イ ギ リ ス に おけ

る祈組合主義迎動 と 独立労働党の社会運動家) の よ う に . リ ア ル ・ チ ャ ン ス の­

}jの極限. つ ま り みずか ら の立制的決定と して 『選択刊J を実現 し てい っ た人物

を . 布、Ij: kcy-p(、 I'SOIl(s) と 11子んでいる。 それは. それぞれの状況ドで. {ì(l':市のflt

い こ と をぷlilJ し. 持政 し た 人 々 だ と み な さ ざる を1!}なL、。 た と えば. i足c*の支配

的通念を批判する思想体系 を . 地てm り m す と L 寸 町i�!1まf�h 、 む のだ。 あ る い は

科学上の大ι光弘を す る 臨本 も . 慨し ・ こ と ははやすい と 思 ろ。 Uli本がおい と い う の

は. だれ も がや り . ま た やれ る こ と を す る こ と で あ り . 非凡な発 想 を す る . と い

う の は確本の低い11\米*なのだ。 さ らにその強恕を社会におい て現実化する . と

い う こ と は さ ら に人・誕IN雑な こ と . つ ま り 低fi'(ri唱なfl:起 と いわ ざ る を{!} ないJ (.Ii 

It.. 1982 . 前掲 : 267.IT. -t.!i弧 l勾は航者に よ る JJnrro 。

(17) ，líJl: (963) ・ 前掲 : 3:nio

(18) 鶴見 (l989b) ・ 前掲 : 59-'f。

(19) 宇野重昭 ・ 鶴見事 l(・ (l!J<Jl) r内発的発h�と 外向的発民J. r司緬 『内発的発民 と 外

向的発民一一現代川市l に お け る 交i:iJ. j�京大"]:/1\版会 : � - 9 点。

(20) I崎、D\I (2013) .C(IIwlry U(・þnrl， Th('}lIc: 1(/1('.'.1 ρoli(\' tJlul rr!:ulalioll 011 (・IcrlrÎt'

/'O/('l'r. IlIdoll('si(l"， Jakarlél， 1nd()n�・sia.

(21) .ESD�1 (2012) Hζοmllly H.cþorl. l'JZCIIlC' H.1fml l!.lalrUic(/liol1 111 bl(!Ol1fSltJ 'fil1" 
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gcl {/ut! f)fl'c!oþIllUlI". Jakana. lndom・，>，a

(22) ESDt-.l (201 J )  ".Ilaslcr P!aJl Stuめ， 01 的'droþoU'cr DC1'r!oþmclIl ill 1I/dollcsia". 

Jakana. Tndonesia. 

(23) PJB (201 1) “'2013 Proß/ /)lIlo dau SllIlislik 1:1/1 rgl d(//I .')'11111 hcr /)o_\・(1 .I!t IIl'rlll 

Jall'fl l1f1ml". Bandllng. lndolll'sia : p 9. 

(211 201411� 3 JJ25U イ ン タ ヒュー。 所以は ・li時。

(25) Faisal (2014) ・ 前掲。

(26) バ ン ド ン における 水}J発砲の技術 ネ y ト ワ ー ク 形成については. 必，-j，:f真彦 (2015)

f'ト水}J 1r:HiのtHfl と ア シ ア ネ y ト ワ ー ク J Ohm ßUIk-I l11.. 20 1 . 2 4 W二 iiyi し

し 、。

(27) AHBの組織理念と ミ ヅ シ ョ ン は. !\HB 1的9 ・KITA λ�GOTT\ AHB" (2013 

年12)J 1 2 1 1 収集計料) に ま と め ら れている 八rm の組織忠 市 を A.!J ";r: -r.-た ち と 議

，a し な が ら 翻 況 し た も のが. 藤本隙政 ・ 舟行+ι: (2011" r ハ ン ド ン 小水}) ア ソ

シ エ ー シ ョ ン の組織活i'��J Iぬ luJの授は 262 . ïï -82山である ー あわせて会 !!Hの

こ と 》

(28) Fujimoto (2015) ・ ，jÎj掲

(29) Liu Hong Peng 2∞9) 'Pro-Poor PlIblic-Pri\'all' Parlnl'r"hip to Enhancc Ellcrgy 

Servicc lO Rural Houscholds - r\ �ltcro lTydro I'rojcct 111 Cinta �kkar. Jndonじ­

sia". e8-GEF-VNDESA・し:�ESCAP Financing Suslainablt. 巳leCl rificalion， South­

East Asia Dialogucs. Bangkok. Thalland. 

(30) 却13il� J ) J 15 1 1 イ ン タ ヒ ュ ー ま た. イ ン タ ピ ょ ー に 光 収 ち . mEKA と JTCA

が作成 し た 小 水 }J �'I包導入マ ニ ュ ア ル を 参 与 に し た あわせて参!!視の 二 と 113ビ­

KA-JICA (2∞8) ".llalllla/ I'cmbollgllu{/U Puuballgkil Usfrik TW(lga J/ikro・

Itidro"， Jakana. Jndonesia. 

(31)  lBEKA のモデル ドj を分析 し た こ とかある 総本懐彦 ・ 山谷幸宏 (201Ib) r イ ン

ド ネ シ アの小水)J �t'lll と 地域社 会Il�J党(1 . 2 J I必 |司の�� }.!.j 25R ' 1 15- IlUi. 

259 : 93 - 10 1 U 

(32) Sumardhani Xilam ßclti . 小#久 (20 1 1 ) r イ ン ド ネ シ ア にお け る 小水力発�(1)ifj-の

持続的な綜動要問分析J r太防 風1)エ ネ ルギ-Ai夜論文集201 Ij : 337 -�orr 

(33) リ ド ワ ン の活動す る村を ， J!t，，�問 し た (201:�{1 12月 1 8 - 1 9 1 1 . 201t!{I: f> 月 2 " 1 '1 .  

2015W ! )J2911 2 JJ 1 1 ， .  2015年 ï )J 2 1 1 f> 1 1 )・ その 能. リ ト ワ ン を 日 本 に

招待し 山崎県li. ヶ瀬町を フ f ー ル ト ワ ー ク し た (2015{I・ 9 JJ2，l U 30 1 1 1 イ ン

タ ビ ュ ー を 3 度実 施 し た (2014年 1 fJ 22 日 16 : 00 - 1 8 ・ ω. 20l5{1ミ 9 月28U 1 9 : 00 

内4ζJ
 

111111L
 



- 20 . 30. 2015if: 1 1  J J 13 1 1 1 9 . 00 - 2 1  . 00) 

(:3 1 )  I Ierll Koma rudin and Ya)・an lnd riatmoko (20 101 The Dynamic of Local Conser­

\ ation: Lessons from �Iollnt Simpang. W(.'Sl ]a\.'a. Indonesia. “'Sus/aÎlInblc [.{lIId 

( 'Sl' ωld Nllral Dl'I'eloþJJ/l'l1l ill .110/(11/αi11011S Rcgiolls ol Soulltcasl Asi〆. Hanoi. 

γiじ1 nal1l. 

(35) キ ン チ ー ル の イ メ ー シ を�Illも・ た め に . 2015{1・ 1 2 ) ] 15 1 1  (こ KOll1pas TV で肱込 さ れ た

併組 í T nspirasi Bcsar Dari Kincir f\ir : イ ン ト ネ シ ア 式伝統小水}J 発H1 . キ ン チ ー

ル の イ ン ス ピ レ ー シ ョ ン J ( h t l pS: \V\V\V.yolllll be.coll1 walch?v=caSIKia\-trng) 

を こ見Jît き た いー 1 1 .-1..:訪の附A を 1.] し で あ る

(36) 引 に こ と わ り が な い場合. 小 水 }J 党HLは. 依 i，oc シ ス テ ム と し て の 小 水 )J 発泡 を 怠:

l川、する

:�7 20日{I'. J 1 J] I :� 日 イ ン タ ヒ ュ -

138 201 1年 1 月 22 1 1 イ ン タ ビ ュ ー。

(39 適 1T.技術 に つ い て は. E. F. シ ュ ー マ ッ ハー の以北! を 読み解 き な が ら 考 え た こ と

か あ る ，f�� 本fj�1茅 (2015) í 社 会 の付批判 を 1(1 く 人 IIIJ の 創造)J を 発刊i さ せ る 技 術

ー E . F ・ シ ュ ーマ ッ ハ ー に 碍 か れ て J ìÌ�1�政院予品払J 4 (2) : ) 39 - 1 5  J μ  

('10) 2015五ド 9 J j  28 1 1 イ ン タ ビ ュ ー。

( 4 1 )  こ の 点 に つ い て リ ド ワ ン は 次の よ う な エ ピ ソ ー ド を 語 っ て く れ た。 「 数 日 前 の こ

と ジ ャ カ ル タ で屯気料金の11i( ド げ を 。訴 え る デモ が起 こ っ た そ の と き . 村 の 人

た ち は iパ カ だ な と 斤 い な が ら . n 分 た ち で 作 っ た 屯 公 で テ レ ビ を はて い た

生 き て い く た め の 知 忠 と 技術. そ れ を 仏 み 1'.けて. そ れそ れ の 村 は JJJ.イ1: ま で{-f.イI�

し て い る 村 の 人 た ち は ビ ジ ネ ス や続消か ら は 取 り 残 さ れ た 存 千F. か も し れ な い が.

恥ずか し が っ て は い け な いv n 分た ち で 屯 気 を つ く る のか. 来 る の を た だ待つ の

か ど う や っ て I'I 分た ち は 生 き て い く の か '1二 き て い く 村 を つ く る の か 食 料 を

つ く る . エ ネ ル ギー を つ く る . 1'1 分た ち のぼl と 千で つ く っ てお く J . rつ く れ る

よ う に な っ て お く と い う こ と かJI 常 に ，r( 要 な こ と な ん だJ (2015{j": 9 J J 28 1 1 イ

ン タ ビ ュ ー )

( ふ じ も と と さ ひ こ 静岡 大学民学部准教授

fujill1otO.10kihiko(å shizuoka.ac.j p) 

社会環境論究叩号 叫

• 


